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醗簿群:1.1..1..M:．|･春讓･鵲.．~‘・傘.'.．"資料7〈具体的な対策〉を上位に配置
資料8単に「マナーを守ろう」だけでは行動に
移せなかったことを実感できた
③メタ認知を促す発問
互いの意見を関係づけ，自分の考えを再構成していくためには，ある程度以上のコミュ
ニケーションが必要である。コミュニケーションが不活発な状態では意見交換そのものが
できず，聞き合いを成立させることができないからである。そのため，意見交換中に自分
のコミュニケーションの状態を意識させる，メタ認知を促す発問を行った。「聞けています
か？」「上から自分を見てみよう」などの発問で，自らのコミュニケーション状態を意識す
ることができた。その結果，より具体的で，自分が関わることができるような対策を考え
ることができた。
成果と課題
主な成果を以下に挙げる。
･ICT機器活用によって，正確で素早い情報収集と，効果的な資料提示が実現し，より良
い聞き合いが成立することが分かった。
・思考スキル活用で，整理された思考が互いの考えの関係づけを促進することが分かった。
主な課題を以下に挙げる。
･ICT一般化の観点より，情報教育で得られた知見を各担任，各教科，各教室における活
用にスムーズに移行していくこと。
・スキル活用時の価値基準が明確でなく，判断があいまいになったこと。
以上を念頭に，今後もさらに充実した聞き合いの姿を探り，情報教育の視点からの手だてを
提案していきたいと考えている。
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